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は
じ
め
に

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
長
篠
合
戦
を
描
い
た
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
が
多
く
の
歴
史
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
国
合
戦
図
屏
風
の
人
気

は
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
学
術
的
な
研
究
は
長
い
間
低
調
で
あ
っ
た（

（
（

。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
学
は
伝
統
的
に
文
献
史
料
を
研
究
対
象
と
し
、
絵
画
資
料
は
二
の
次

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
黒
田
日
出
男
氏（

（
（

や
五
味
文
彦
氏（

（
（

ら
お
も
に
中
世
史
研
究
に
お
い
て
、
絵
画
資
料
を
歴
史
研
究
に
活
用
す
る
こ
と
が
進
ん
だ
が
、
ま
だ

ま
だ
発
展
途
上
で
あ
る（

（
（

。
合
戦
図
に
関
し
て
言
え
ば
、
高
橋
修
氏（

（
（

が
現
存
す
る
戦
国
合
戦
図
屏
風
を
集
大
成
し
て
、
よ
う
や
く
研
究
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。
ま

た
美
術
史
学
か
ら
す
れ
ば
、
戦
国
合
戦
図
の
多
く
は
作
者
不
明
の
も
の
が
多
く
、
狩
野
永
徳
ら
の
作
品
に
較
べ
れ
ば
、
食
指
が
動
か
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
傾
向
を
克
服
す
べ
く
、
筆
者
は
「
戦
国
軍
記
・
合
戦
図
屏
風
と
古
文
書
・
古
記
録
を
め
ぐ
る
学
際
的
研
究（

（
（

」（
以
下
、
本
科
研
と
略
称
）
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
歴
史
学
・
文
学
・
美
術
史
学
と
の
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
。
偶
然
に
も
、
金
子
拓
氏
・
黒
嶋
敏
氏
を
代
表
と
す
る
「
戦
国
合
戦
図
の
総
合
的

研
究（

（
（

」
も
企
画
さ
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
に
重
な
り
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
子
氏
ら
が
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
に
関
し
て
研

究
を
進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り（

（
（

、
本
科
研
で
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
合
戦
、
慶
長
一
九
～
二
〇
年
（
一
六
一
四
～
一
五
）
の
大
坂
の
陣
を
主

戦
国
合
戦
図
屏
風
の
基
礎
史
料

堀ほ
り　
　
　
　
　

新し
ん
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対
象
と
し
て
、
合
戦
図
屏
風
の
調
査
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
の
過
程
で
入
手
し
た
基
礎
史
料
を
紹
介
し
、
合
戦
図
屏
風
研
究
の
基
礎
的

研
究
と
な
し
、
あ
わ
せ
て
合
戦
図
屏
風
研
究
の
環
境
整
備
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
る
対
象
は
、
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
関
ヶ
原
合
戦

図
屏
風
」（
い
わ
ゆ
る
津
軽
屏
風
）
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。

一
　
関
ヶ
原
合
戦
と
津
軽
屏
風
に
つ
い
て

関
ヶ
原
合
戦
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
白
峰
旬
氏
が
精
力
的
に
見
直
し
を
進
め
て
お
り（

（
（

、
ま
た
文
学
の
側
か
ら
の
研
究
も
進
ん
で
い
る（
（1
（

。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
論

点
に
言
及
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
関
ヶ
原
合
戦
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
は
大
き
く
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
あ
わ
せ
て
合
戦
図
屏
風
の
研
究
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
、「
関
ヶ
原
合
戦
図
屏
風
」
は
二
五
種
類
伝
来
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
近
世
後
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
唯
一
、
合
戦
の
直

後
に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
関
ヶ
原
合
戦
図
屏
風
」（
八
曲
一
双
、
以
下
津
軽
屏
風
と
略
称
）
で
あ
る
。
後
掲
の
「
津

軽
藩
旧
記
伝
類
」
に
よ
れ
ば
、
徳
川
家
康
の
養
女
満
天
姫
が
、
慶
長
一
八
年
に
弘
前
藩
主
津
軽
信
牧
へ
輿
入
れ
す
る
際
に
、
養
父
家
康
に
頼
み
込
ん
で
、「
関
ヶ

原
合
戦
図
屏
風
」
二
双
の
う
ち
一
双
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
。
津
軽
屏
風
は
一
九
四
・
一
㎝
×
五
九
〇
㎝
と
い
う
他
に
類
を
見
な
い
大
き
さ
や
、
金
箔
や
緑
青

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
い
る
点
な
ど
、
天
下
人
家
康
が
作
成
さ
せ
、
手
許
に
置
い
て
い
た
と
い
う
伝
承
を
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
。

し
か
し
、
絵
師
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
り
、
家
康
が
作
成
さ
せ
た
の
で
あ
れ
ば
当
代
随
一
の
絵
師
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ご
く
最
近
、
土
佐
光
吉
と
そ
の
工

房
が
描
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ（

（1
（

、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
疑
問
は
ほ
ぼ
氷
解
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
家
康
の
関
与
を
示
す
文
献
史

料
は
近
代
以
降
の
も
の
の
み
で
あ
り
、
こ
の
点
の
不
自
然
さ
は
解
消
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
近
世
史
料
が
な
い
こ
と
の
み
を
も
っ
て
「
津
軽
藩
旧
記
伝

類
」
の
伝
承
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
文
献
史
料
の
基
礎
的
な
検
討
は
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
以
下
、「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
と
そ
の
関
連
史
料
、「
日
本
名
宝
展
」
に
関
連
す
る
史
料
に
つ
い
て
述
べ
、
末
尾
に
関
連
史
料
を
掲
載
し
よ
う
。
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二
　「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
と
そ
の
関
連
史
料

ま
ず
、「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
本
史
料
は
、「
津
軽
藩
旧
記
類
」
の
続
編
で
あ
る
。「
津
軽
藩
旧
記
類
」
は
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
に
旧
藩
主
津
軽
承
昭
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
下
沢
保
躬
等
が
諸
書
を
参
考
し
、
津
軽
氏
の
始
祖
秀
栄
以
来
、
明
治
四
年
の
廃
藩
ま
で
の
歴
史
を
編

纂
し
て
、
明
治
一
〇
年
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
そ
の
続
編
と
し
て
藩
主
夫
人
や
藩
臣
の
列
伝
を
記
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
藩
主
夫
人
列
伝

の
な
か
に
満
天
姫
が
あ
り
、
そ
こ
で
津
軽
屏
風
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
両
書
は
明
治
初
年
の
編
纂
史
料
と
は
言
え
、
典
拠
史
料
名
を
明
示
し
て
お
り
、

比
較
的
信
頼
の
お
け
る
内
容
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
津
軽
藩
旧
記
類
（
纂
）』
は
津
軽
信
牧
と
満
天
姫
の
婚
姻
に
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
津
軽
通
史
に

関
す
る
歴
史
書
に
お
い
て
、
津
軽
屏
風
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
、
本
史
料
の
み
で
あ
る
。

「
津
軽
藩
旧
記
類
」「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
と
も
に
、
津
軽
家
に
献
納
さ
れ
て
公
刊
さ
れ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
『
み
ち
の
く

双
書
』
に
収
録
さ
れ
た
が
、
こ
の
底
本
は
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
本
で
、
昭
和
三
年
に
津
軽
家
所
蔵
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
津
軽

藩
旧
記
類
」「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
の
内
容
が
広
く
知
れ
渡
っ
た
こ
と
は
大
き
な
功
績
で
あ
る
。
し
か
し
、
津
軽
屏
風
に
関
し
て
言
え
ば
、
典
拠
史
料
の
「
藤

田
氏
旧
記
」
を
「
藤
田
氏
日0ヽ

記
」
と
誤
記
す
る
な
ど
、
致
命
的
な
ミ
ス
も
あ
る
。
津
軽
家
所
蔵
本
が
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
津
軽
家
文
書
」
中
に
あ
る

が（
（1
（

、
こ
れ
は
所
々
に
朱
筆
に
よ
る
訂
正
が
入
っ
て
お
り
、
清
書
本
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
清
書
本
か
ら
の
書
写
本
に
よ
っ
て
最
終
的
な
内
容
や
体
裁
を
推
測
す

る
し
か
な
い
が
、
刊
本
『
津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
の
底
本
は
弘
前
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
現
在
は
草
稿
本
し
か
み
あ
た
ら
な
い
。

そ
こ
で
苦
肉
の
策
と
し
て
、
刊
本
『
津
軽
藩
旧
記
伝
類
』（
史
料
一
）
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
謄
写
本
「
津
軽
旧
記
伝
」（
明
治
一
三
年
謄
写
、
史

料
二
）
を
掲
げ（

（1
（

、
こ
こ
か
ら
清
書
本
の
体
裁
と
内
容
を
推
測
す
る
手
掛
か
り
と
す
る
。
そ
し
て
、
と
も
に
草
稿
本
で
あ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
史
料

三
）
と
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
本
（
史
料
四
）
を
掲
げ
る
。
い
ず
れ
も
、
津
軽
屏
風
に
関
連
す
る
部
分
の
み
で
あ
る
。
続
い
て
、
満
天
姫
へ
の
津
軽
屏
風
下
賜

に
関
わ
る
「
古
記
集
録
下
案
」（
史
料
五
）、「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
の
成
立
と
藤
田
貞
固
の
関
わ
り
を
示
す
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
本
の
奥
書
（
史
料
六
）
を

掲
げ
る
こ
と
と
す
る（

（1
（

。

詳
細
は
本
稿
末
尾
の
翻
刻
を
御
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
史
料
一
と
二
は
若
干
文
言
の
異
同
が
あ
る
た
め
、
清
書
本
の
文
言
は
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
ほ
ぼ
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同
内
容
で
あ
り
、
津
軽
屏
風
伝
来
の
経
緯
を
検
討
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
、
典
拠
史
料
の
名
称
は
、「
藤
田
氏
日0ヽ

記
」（
史
料
一
）
で
は
な
く
、
史

料
二
～
四
に
あ
る
「
藤
田
氏
旧0ヽ

記
」
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
弘
前
市
立
図
書
館
に
も
国
文
学
研
究
資
料
館
に
も
、「
藤
田
氏
旧
記
」（
も
ち
ろ
ん
「
藤
田
氏
日

記
」
も
）
と
い
う
名
称
の
史
料
は
存
在
し
な
い
。

ま
た
、
満
天
姫
の
死
亡
記
事
の
出
典
が
、
史
料
一
と
二
は
「
津
軽
系
譜
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
史
料
三
と
四
は
「
工
藤
家
記
」
を
消
し
て
「
津
軽
系
譜
」
と

訂
正
し
て
い
る
（
史
料
三
は
朱
筆
）。
こ
の
こ
と
は
、
史
料
一
と
二
よ
り
も
史
料
三
と
四
が
草
稿
に
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
史
料
四
が
「
藤
田
氏
旧
記
」
と
い
う
史
料
名
を
朱
筆
で
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
満
天
姫
へ
の
津
軽
屏
風
下
賜

の
記
事
を
記
し
た
当
初
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
出
典
が
不
明
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
史
料
六
に
あ
る
よ
う
に
、「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
作
成
の
中
心

人
物
の
一
人
に
藤
田
貞
固
が
い
る
。「
藤
田
氏
旧
記
」
は
、
こ
の
藤
田
貞
固
家
に
所
蔵
さ
れ
る
旧
記
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
弘
前
市
立
図
書
館
に
は
こ
の
藤

田
家
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
が
、
満
天
姫
へ
の
津
軽
屏
風
下
賜
の
記
事
が
あ
る
の
は
、「
古
記
集
録
下
案
」（
史
料
五
）
の
み
で
あ
る
。
史
料
五
は
「
一（

別
名
）名
旧
記

当
座
留
雑
集
」
と
あ
り
、「
津
軽
藩
旧
記
類
」
と
「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
諸
書
か
ら
抜
き
書
き
し
た
メ
モ
帳
の
よ
う
な
も
の
と
考
え

ら
れ
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
史
料
名
は
不
正
確
な
が
ら
も
、
藤
田
貞
固
家
に
は
満
天
姫
へ
の
津
軽
屏
風
下
賜
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
裏
付
け
る
「
旧
記
」
が
存
在
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
史
料
五
で
は
抹
消
さ
れ
、
史
料
四
で
は
朱
筆
で
追
記
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、「
藤
田
氏
旧
記
」
な
る
史
料
の
実
在
性
に

疑
問
な
し
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
史
料
四
の
末
尾
に
は
、
幕
府
か
ら
津
軽
屏
風
に
つ
い
て
照
会
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
「
焼
失
し
た
」
と
嘘
を
つ
い
て
返
却
し
な
か
っ
た
と
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
箇
所
は
抹
消
さ
れ
て
お
り
、
典
拠
史
料
も
不
明
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
信
憑
性
に
は
問
題
が
残
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
満
天
姫
は
屏
風

の
「
拝
借
」（
史
料
四
の
み
「
拝
領
」）
を
願
っ
た
の
で
あ
り
、
家
康
も
「
暫
く
預
け
置
」
い
た
も
の
で
あ
る
。
幕
府
か
ら
照
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
し
か
し
、
弘
前
藩
史
料
の
中
に
、
い
ま
だ
幕
府
か
ら
の
照
会
を
裏
付
け
る
史
料
を
見
出
せ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
照
会
の
事
実
よ
り
も
、
津
軽
屏
風

下
賜
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
史
料
四
の
抹
消
部
分
と
は
言
え
「
実
ニ
津
軽
家
ノ
栄
余（

誉
）」
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
津
軽
藩
の
歴
史
書
に
言

及
が
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
満
天
姫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
事
実
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
そ
の
史
料
的
裏
付
け
は
薄
弱
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
否
定
す
る
材
料
も
な
い
が
、
津
軽
屏
風
を
分
析
す
る
際
に
、
家
康
か
ら
の
下
賜
を
所
与
の
前
提
と
せ
ず
、
虚
心
坦
懐
に
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
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れ
と
同
時
に
、
文
献
史
学
の
立
場
で
は
、
豊
富
な
弘
前
藩
政
史
料
の
な
か
か
ら
、
津
軽
屏
風
と
満
天
姫
に
関
す
る
史
料
を
見
出
す
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

三
　「
日
本
名
宝
展
」
に
関
連
す
る
史
料

津
軽
屏
風
が
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
読
売
新
聞
社
主
催
に
よ
る
第
二
回
「
日
本
名
宝
展
」
で
あ
る
。
第
一
回

「
日
本
名
宝
展
」
は
前
年
の
昭
和
四
年
三
月
十
九
日
～
四
月
十
九
日
に
、
上
野
の
東
京
府
美
術
館
（
東
京
都
美
術
館
の
前
身
）
新
館
の
こ
け
ら
落
と
し
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。
同
展
は
華
族
や
有
力
者
の
も
つ
名
宝
が
初
め
て
広
く
国
民
に
公
開
さ
れ
た
事
業
と
さ
れ
、
こ
こ
に
出
展
し
な
け
れ
ば
名
宝
で
は
な
い
と
さ
れ
る

こ
と
を
恐
れ
て
、
華
族
や
有
力
者
は
競
っ
て
出
展
し
た
と
い
う（

（1
（

。
第
一
回
の
目
玉
は
藤
原
道
長
の
「
御
堂
関
白
記
」
で
あ
る
が
、
合
戦
図
で
は
「
後
三
年
合
戦

絵
巻
」
と
「
大
坂
陣
図
」（「
大
坂
夏
の
陣
図
屏
風
」、
い
わ
ゆ
る
黒
田
屏
風
）
が
出
展
さ
れ
て
い
る
。「
大
坂
陣
図
」
は
人
気
を
博
し
、
三
月
二
十
一
日
か
ら
一

週
間
の
展
示
予
定
を
延
長
し
て
い
る
。

こ
れ
に
続
く
第
二
回
は
昭
和
五
年
四
月
十
五
日
～
五
月
十
四
日
、
前
回
と
同
じ
く
東
京
府
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
津
軽
屏
風
は
「
関
ヶ
原
合
戦
大0ヽ

屏
風
」

と
し
て
出
展
さ
れ
て
い
る
。
第
一
回
と
同
じ
く
、『
読
売
新
聞
』
は
宣
伝
も
兼
ね
て
開
催
前
か
ら
連
日
名
宝
展
の
様
子
を
報
じ
、「
日
本
名
宝
物
語
」
の
連
載
で

は
出
展
す
る
名
品
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。
津
軽
屏
風
は
四
月
五
日
に
「
日
本
名
宝
物
語
」
三
五
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
四
月
二
十
五
日
に
は
「
名
宝
漫

描
」
三
と
し
て
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
、
津
軽
屏
風
が
名
宝
展
の
た
め
に
初
め
て
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
津
軽
屏

風
が
「
わ
が
邦
戦
画
中
の
金
字
塔
」
で
あ
り
、
徳
川
家
康
の
似
顔
と
鎧
武
者
が
二
〇
二
六
名
描
か
れ
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
日
本
名
宝
物
語
」
の
連
載
記
事
は
、
そ
の
後
第
一
回
と
同
じ
く
単
行
本
化
さ
れ
、
津
軽
屏
風
の
記
事
も
『
日
本
名
宝
物
語
』
第
二
輯（

（1
（

に
加
筆
修
正
し
て
再

録
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
『
芸
術
日
本
』
六
〇
号
に
改
め
て
加
筆
修
正
し
て
再
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、『
読
売
新
聞
』
連
載
（
史
料
七
）、

『
日
本
名
宝
物
語
』
第
二
輯
（
史
料
八
）、『
芸
術
日
本
』
六
〇
号
（
史
料
九
）
と
、
三
種
類
の
論
考
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
岡
本
良
一
氏（

（2
（

が
史
料
九

を
紹
介
し
、
そ
れ
ま
で
は
「
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
を
知
る
者
が
い
な
か
っ
た
」
と
し
た
が
、
そ
れ
は
や
や
不
正
確
で
あ
っ
た
。

津
軽
屏
風
は
そ
の
後
も
昭
和
一
三
年
の
朝
日
新
聞
社
主
催
「
戦
争
美
術
展
」、
同
じ
く
朝
日
新
聞
社
主
催
に
よ
る
昭
和
一
五
年
の
「
二
千
六
百
年
史
展
覧
会
」
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に
も
出
展
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
特
に
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
臨
時
増
刊
戦
争
美
術
展
号
』
巻
頭
に
は
、
津
軽
屏
風
左
隻
第
一
～
四
扇
の
カ
ラ
ー
図
版
、
そ
し
て
全
図
も
モ

ノ
ク
ロ
な
が
ら
同
書
一
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
カ
ラ
ー
図
版
は
津
軽
屏
風
も
含
め
て
二
点
し
か
な
く
、
こ
の
時
点
で
既
に
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る（

（2
（

。
戦
後
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
な
調
査
を
行
い
え
て
い
な
い
が
、『
戦
国
合
戦
絵
屏
風
集
成（
（2
（

』
に
多
く
の
カ
ラ
ー
図
版
入
り
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
同
書
は
現
在
で
も
な
お
、
津
軽
屏
風
研
究
の
基
礎
文
献
で
あ
る
。

従
来
は
最
終
稿
で
あ
る
『
芸
術
日
本
』
六
〇
号
所
収
論
考
に
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
元
に
な
っ
た
前
記
二
種
も
津
軽
屏
風
に
関
す
る
最
初
の
研

究
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
記
述
の
変
遷
を
跡
づ
け
て
お
く
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
三
種
の
津
軽
屏
風
関
係
記
事
・
論
文
を
い
ず
れ
も

紹
介
す
る（

（2
（

。
な
お
、
史
料
九
の
執
筆
者
で
あ
る
一
ノ
瀬
方
丈
氏
は
、
読
売
新
聞
社
の
社
員
と
し
て
、「
日
本
名
宝
展
」
の
取
材
に
あ
た
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

一
ノ
瀬
氏
は
史
料
九
以
外
に
も
『
芸
術
日
本
』
に
寄
稿
し
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
老
中
土
屋
相
模
守
ほ
か
幕
閣
が
、
弘
前
藩
津
軽
家
に
懇
望
し
て
、
同
藩
の
本
所
下
屋
敷
で
一

覧
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
土
屋
相
模
守
と
は
、
常
陸
国
土
浦
藩
主
土
屋
政
直
で
あ
る
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
～
宝
永
七
年
ま
で
老
中
を
務
め
て
お

り
、
宝
永
五
年
当
時
は
筆
頭
老
中
で
あ
る
。
弘
前
藩
津
軽
家
文
書
は
、
大
部
の
江
戸
日
記
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
宝
永
五
年
の
江
戸
日
記

を
通
覧
し
た
が
、
該
当
す
る
記
事
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
（
宝
永
四
年
も
同
じ
）。
こ
れ
は
江
戸
日
記
の
記
事
が
上
屋
敷
中
心
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
老
中
ら
幕
閣
の
訪
問
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
筆
者
の
調
査
は
ま
だ
氷
山
の
一
角
に
し
か
及
ん

で
お
ら
ず
、
今
後
と
も
調
査
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
弘
前
藩
政
史
料
の
な
か
で
津
軽
屏
風
や
満
天
姫
の
関
連
記
事
を
見
出
す
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る（

（2
（

。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
は
、
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
関
ヶ
原
合
戦
図
屏
風
」（
津
軽
屏
風
）
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
そ
の
来
歴
に
関
わ
る
文
献
史
料
を
紹
介
し
た
。
詳
細

は
、
末
尾
の
翻
刻
を
御
覧
頂
き
た
い
。

津
軽
屏
風
は
戦
国
合
戦
図
屏
風
の
代
表
的
存
在
で
あ
り
、
ま
た
関
ヶ
原
合
戦
の
勝
者
で
あ
る
徳
川
家
康
が
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
貴
重
な
絵
画
資
料
で
あ



戦
国
合
戦
図
屏
風
の
基
礎
史
料

九
三

る
。
し
か
し
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
そ
の
来
歴
を
裏
付
け
る
文
献
史
料
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
近
世
史
料
に
い
た
っ
て
は
皆
無
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
こ
れ
は
近
世
と
現
代
で
は
津
軽
屏
風
に
対
す
る
注
目
度
が
異
な
る
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
歴
史
学
・
美
術
史
学
に
お
け
る
合
戦
図
研
究
の
遅
れ

に
よ
る
面
も
否
定
で
き
な
い
。
今
後
と
も
、
文
学
研
究
者
も
含
め
て
学
際
的
に
研
究
を
積
み
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

注

（
1
）	

戦
前
の
高
柳
光
寿
「
戦
争
絵
巻
並
に
屏
風
に
つ
い
て
」、
同
「
長
篠
長
久
手
、
関
ヶ
原
、
大
坂
陣
絵
屏
風
並
に
倭
寇
絵
巻
」（
と
も
に
『
古
美
術
』
一
四
七
、
一
九
四
三

年
）
が
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
。

（
2
）	

黒
田
日
出
男
『
姿
と
し
ぐ
さ
の
中
世
史
』（
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）、『
謎
解
き
洛
中
洛
外
図
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
年
）
等

（
3
）	

五
味
文
彦
『
中
世
の
こ
と
ば
と
絵
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
）、『
絵
巻
で
読
む
中
世
』（
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
四
年
）
等

（
4
）	

こ
の
他
に
、
小
島
道
裕
氏
に
よ
る
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
研
究
（『
描
か
れ
た
戦
国
の
京
都
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
、
等
）、
須
田
牧
子
氏
に
よ
る
倭
寇
図
巻
の
研

究
（『「
倭
寇
図
巻
」「
抗
倭
図
巻
」
を
よ
む
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
等
）
が
あ
る
。

（
5
）	

『
戦
国
合
戦
図
屏
風
の
世
界
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
展
示
図
録
、
一
九
九
七
年
）

（
6
）	

二
〇
一
六
～
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｂ
（
一
般
）「
戦
国
軍
記
・
合
戦
図
屏
風
と
古
文
書
・
古
記
録
を
め
ぐ
る
学
際
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
堀

新
、
課
題
番
号16H

03480

）

（
7
）	

二
〇
一
六
～
一
八
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
特
定
共
同
研
究
「
戦
国
合
戦
図
の
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
金
子
拓
〈
二
〇
一
七
年
度
ま
で
〉、
黒
嶋
敏
〈
二
〇

一
八
年
度
の
み
〉）

（
8
）	

そ
の
成
果
は
、
金
子
拓
編
『
長
篠
合
戦
の
史
料
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
9
）	

白
峰
旬
『
新
「
関
ヶ
原
合
戦
」
論
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
一
年
）
等

（
10
）	

井
上
泰
至
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
二
一
二　

関
ヶ
原
は
い
か
に
語
ら
れ
た
か
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
二
〇
一
七
年
度
軍
記
と
語
り
物
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦

国
合
戦
図
の
問
題
系
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
五
四
、
二
〇
一
八
年
、
に
収
録
）

（
11
）	

山
本
聡
美
「
近
世
合
戦
図
の
図
像
学
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
五
四
、
二
〇
一
八
年
）

（
12
）	

成
田
末
五
郎
「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
解
説
」（『
み
ち
の
く
双
書
第
五
集　

津
軽
藩
旧
記
伝
類
』、
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、
一
九
五
八
年
）。
同
書
は
昭
和
五
七
年
（
一

九
八
二
）
に
国
書
刊
行
会
よ
り
復
刊
。
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（
13
）	

「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
二
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
津
軽
家
文
書
」、
請
求
番
号22B/6/9 -2

）

（
14
）	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
「
津
軽
旧
記
伝
」（
請
求
番
号4175 -1385

）

（
15
）	
こ
れ
は
羽
賀
与
七
郎
「
新
刊
紹
介　
『
津
軽
旧
記
伝
類
』（
み
ち
の
く
双
書
第
五
集
）」（『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
一
三
、
一
九
五
八
年
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）	
一
ヶ
所
、
朱
筆
で
明
治
十
四
年
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
の
書
き
込
み
か
と
思
わ
れ
る
。

（
17
）	

日
本
名
宝
展
開
催
の
経
緯
は
、
佐
野
眞
一
『
巨
怪
伝
』（
文
藝
春
秋
社
、
一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
18
）	

『
読
売
新
聞
』
昭
和
五
年
四
月
五
日
（
共
立
女
子
大
学
図
書
館
電
子
資
料
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
に
よ
る
）

（
19
）	

読
売
新
聞
社
編
『
日
本
名
宝
物
語
』
第
二
輯
（
誠
文
堂
、
一
九
三
〇
年
）

（
20
）	

一
ノ
瀬
方
丈
「
関
ヶ
原
大
合
戦
図
屏
風
」（『
芸
術
日
本
』
六
〇
、
一
九
四
一
年
）

（
21
）	

岡
本
良
一
「
関
ヶ
原
合
戦
図
屏
風
」（
桑
田
忠
親
・
岡
本
良
一
・
武
田
恒
夫
編
集
『
戦
国
合
戦
絵
屏
風
集
成
』
三
・
関
ヶ
原
合
戦
図
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
）

（
22
）	

朝
日
新
聞
社
主
催
「
戦
争
美
術
展
」（『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
臨
時
増
刊
戦
争
美
術
展
号
』、
一
九
三
八
年
）、
同
じ
く
「
二
千
六
百
年
史
展
覧
会
」（『
二
千
六
百
年
史
展
覧
会

大
観
』、
一
九
四
〇
年
）
こ
れ
ら
戦
前
に
お
け
る
津
軽
屏
風
の
位
置
づ
け
は
、
全
て
藤
本
正
行
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
藤
本
氏
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る

（
23
）	

『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
臨
時
増
刊
戦
争
美
術
展
号
』（
一
九
三
八
年
）
の
内
容
は
、
共
立
女
子
大
学
図
書
館
電
子
資
料
「
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
聞
蔵
Ⅱ
」
に
よ
る

（
24
）	

前
掲
註
（
21
）

（
25
）	

雑
誌
『
芸
術
日
本
』（
東
京
美
術
親
交
会
芸
術
社
）
は
国
会
図
書
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
終
号
も
わ
か
ら
な
い
貴
重
資
料
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
筆
者
が
五

八
号
を
所
蔵
す
る
他
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
が
創
刊
号
、
東
京
国
立
博
物
館
が
二
〇
号
と
二
二
号
、
日
本
近
代
文
学
館
が
三
五
号
と
四
四
号
を
所
蔵
す
る
他
は
、
京

都
市
立
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
が
三
三
号
分
（
一
五
～
一
七
、
一
九
～
二
〇
、
二
二
～
二
三
、
二
九
、
三
一
、
三
三
～
三
六
、
四
六
～
五
四
、
五
六
、
五
九
～
六
〇
、
六

二
～
六
八
）
を
所
蔵
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
資
料
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
京
都
市
立
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、「
日
本

名
宝
物
語
」
の
掲
載
は
四
七
号
（
一
九
三
九
年
）
か
ら
始
ま
り
、
断
続
的
に
六
八
号
（
一
九
四
一
年
）
ま
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
は
『
芸
術
日
本
』
刊
行
の
有
無
も
含

め
て
不
明
で
あ
る
。

（
26
）	

満
天
姫
に
つ
い
て
は
、「
満
天
姫
君
之
儀
ニ
付
公
儀
江
差
出
候
書
付
之
写
」（
弘
前
市
立
図
書
館
）・「
葉
縦
院
様
久
松
家
御
続
書
入
」（
弘
前
市
立
博
物
館
所
蔵
）
し
か
見

出
せ
て
い
な
い
。
な
お
、
史
料
閲
覧
の
さ
い
弘
前
市
立
博
物
館
の
三
上
幸
子
・
斎
藤
明
日
美
両
氏
の
御
高
配
に
預
か
っ
た
。
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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図 2　津軽藩旧記伝類第 2（本文）
　　　弘前市立図書館所蔵

図 4　古日記集録下案（本文）
　　　弘前市立図書館所蔵

図 3　古日記集録下案（表紙）
　　　弘前市立図書館所蔵

図5　日本名宝物語36『読売新聞』
　　　昭和 5年 4月 5日付

図 1　津軽藩旧記伝類第 2（表紙）
　　　弘前市立図書館所蔵
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九
六

【
史
料
翻
刻
】

史
料
一
　
刊
本
『
津
軽
藩
旧
記
伝
類
』（
み
ち
の
く
双
書
第
五
集
）

寛
永
十
五
年
三
月
廿
二
日
満
天
姫
君
、
弘
前
御
城
に
於
御
逝
去
。
御
年
五

十
。
御
法
号
葉
縦
院
殿
。
葬
二
干
長
勝
寺
一
。　
　

津
軽
系
譜
。

満
天
姫
君
、
或
年
家
康
公
へ
御
願
被
レ
成
候
ハ
、
子
孫
へ
長
く
宝
に
仕
度

候
間
、
関
カ

（
マ
マ
）原
御
屏
風
二
双
の
内
、
一
双
拝
借
仕
度
旨
、
申
上
け
れ
バ
、

家
康
公
、
仰
に
、
其
義
ハ
迚
も
望
に
叶
ひ
か
た
し
。
外
の
品
な
れ
ハ
何
な

り
と
も
望
に
叶
ふ
べ
し
、
と
、
申
け
れ
ハ
、
姫
君
余
の
御
品
ハ
少
も
望

無
二
御
座
一
候
。
何
分
に
も
頂
戴
被
レ
仰
付
度
旨
、
泪
を
流
し
て
無
レ
余
義

御
願
被
レ
遊
け
る
故
、
家
康
公
に
も
左
程
の
こ
と
な
ら
バ
、
暫
く
頂
け
置

の
間
、
少
し
く
遠
国
の
な
く
さ
み
に
も
せ
よ
と
、
御
預
被
レ
遊
け
る
と
な

り
。　
　

藤
田
氏
日
記
。

史
料
二
　「
津
軽
旧
記
伝
」
二
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

寛
永
十
五
年
三
月
廿
二
日
、
満
天
姫
君
弘
前
御
城
に
於
て
御
逝
去
、
御
年
五

十
、
御
法
号
葉
縦
院
殿
、
葬
干
長
勝
寺　
　

津
軽
系
譜

満
天
姫
君
或
年
、
家
康
公
へ
御
願
被
成
候
ハ
、
子
孫
へ
長
く
宝
に
仕
度
候

間
、
関
ケ
原
御
屏
風
二
双
の
内
一
双
拝
借
仕
度
旨
申
上
け
れ
ハ
、
家
康
公

仰
に
、
其
義
ハ
迚
も
望
に
叶
ひ
か
た
し
、
外
品
な
れ
ハ
何
な
り
と
も
望
に

叶
ふ
へ
し
と
申
け
れ
ハ
、
姫
君
余
の
御
品
ハ
少
も
望
無
御
座
候
、
何
分
に

も
頂
戴
被
仰
付
度
旨
、
泪
を
流
し
て
無
余
義
御
願
被
遊
け
る
故
、
家
康
公

に
も
左
程
の
事
な
ら
ハ
暫
く
頂
け
置
の
間
、
少
し
く
遠
国
の
な
く
さ
ミ
に

も
せ
よ
と
御
預
被
遊
け
る
と
な
り
、　　

藤
田
氏
旧
記

史
料
三
　「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
二
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

寛
永
十
五
年
三
月
廿
二
日
、
満
天
姫
「（

君朱
筆

」）

弘
前
御
城
に
於
て
御
逝
去
、
御

年
五
十
、
御
法
号
葉
縦
院
殿
、
葬
于

（

朱

筆

）

長
勝
寺　
　
「
津工〻

藤

家

記

軽
系
譜

〻

〻

〻

」〻

満
天
姫
君
或
年
、
家
康
公
へ
御
願
被
成
候
ハ
、
子
孫
へ
長
く
宝
に
仕
度
候

間
、
関
か
原
御
屏
風
二
双
の
内
「（

一朱

双筆

」）

拝
借
仕
度
旨
申
上
け
れ
ハ
、
家

康
公
仰
に
、
其
義
ハ
迚
も
望
に
叶
ひ
か
た
し
、
外
品
な
れ
ハ
何
な
り
と
も

望
に
叶
ふ
へ
し
と
申
け
れ
ハ
、
姫
君
余
の
御
品
ハ
少
も
望
無
御
座
候
、
何

分
に
も
頂
戴
被
仰
付
度
旨
、
泪
を
流
し
て
無
余
義
御
願
被
遊
け
る
故
、
家

康
公
に
も
左
程
の
こ
と
な
ら
ハ
暫
く
頂
け
置
の
間
、
少
し
く
遠
国
の
な
く

さ
ミ
に
も
せ
よ
と
御
預
被
遊
け
る
と
な
り
、　　

藤
田
氏
旧
記

史
料
四
　「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
二
（
弘
前
市
立
図
書
館
）

寛
永
十
五
年
三
月
廿
二
日
、
満
天
姫
君
弘
前
御
城
ニ
於
て
御
逝
去
、

「（

行

間

補

筆

）

御
年
五
十
、」
御
法
号
葉
縦
院
殿
、
葬
于
長
勝
寺　
　

津工〻

藤

家

記

軽
系
譜

〻

〻

〻

「
一（
朱
筆
）

字
下
」
満
天
姫
君
或
年
、
家
康
公
へ
御
願
被
成
候
ハ
、
子
孫
へ
長
く

宝
に
仕
度
候
間
、
関
ヶ
原
御
屏
風
二
双
之
内
壱
双
拝
領
仕
度
旨
申
上
け
れ
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ハ
、
家
康
公
仰
に
、
其
義
ハ
迚
も
望
に
叶
ひ
か
た
し
、
外
品
な
れ
ハ
何
な

り
と
も
望
に
叶
ふ
へ
す〻

し（
朱
筆
）と

申
け
れ
は
、
姫
君
余
の
御
品
ハ
少
も
望
無
御

座
候
、
何
分
に
も
頂
戴
被
仰
付
度
旨
、
泪
を
流
し
て
無
余
義
御
願
被
遊
け

る
故
、
家
康
公
に
も
左
程
の
こ
と
な
ら
ハ
暫
の〻く間〻
頂
け
置
の
間
、
少
し
く

遠
国
の
な
く
さ
み
に
も
せ
よ
と
御
預
ケ
被
遊
け
る
と
な
り
、　　
「
藤（

 
朱
 
筆
 
）

田
氏

旧
記
」　

後
何
年
の
頃
か

〻

〻

〻

〻

〻

〻

、〻〻
公
儀
よ
り
右
御
屏
風
御
尋
の
時

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

、〻〻
焼
失
の
旨

〻

〻

〻

〻

に
て
御
断
申
上
し
と
也

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

、〻〻 　　
「（

書朱

名筆

」）

【
補
註
】

朱
筆
の
頭
注
「
此
条
評
義
ノ
上
」
が
あ
り
、
全
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

史
料
五
　「
古
日
記
集
録
下
案
」（
弘
前
市
立
図
書
館
）

信
牧
妻
満
天
姫
ハ
、
将
軍
家
康
養
女
、
松
平
因
幡
守
康
元
女
ナ
リ
、
慶
長
十

八
年
六
月
婚
礼
、
満
天
姫
ハ
家
康
ノ
寵
愛
深
シ
ト
云
、
或
時
強
テ
家
康
ニ
乞

テ
、
関
ヶ
原
「（

行
間
補
筆
）

大
合
戦
」
ノ
屏
風
ヲ
借
「（
行
間
補
筆
）　

シ
ラ
」
ル
ヽ
後
、
追遂

ニ々

不請

返フ

シテ

テ

賜
ハ
リ
シ
ト
ナ
リ
、
又
或
時
、
家
康
画
像
三
通
ノ
内
壱
通
、
強
テ
賜
ハ
リ
シ

ト
ナ
リ
、
是
皆
徳
川
家
ニ
三
ツ
ト
ナ
キ
重
宝
ニ
シ
テ
、
実
ニ
津
軽
家
ノ
栄
余誉

ナ
リ
ト
云
、

【
補
註
】

掲
出
部
分
の
全
て
の
文
言
に
、
抹
消
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

史
料
六
　「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
八
（
弘
前
市
立
図
書
館
）

（
奥
書
）

此
書
八
冊
全
篇
之
成
レ
ル
由
縁
ハ
、
初
明
治
四
五
年
ヨ
リ
文
部
省
ニ
一
局
ヲ

設
ケ
ラ
レ
テ
修
史
局
ト
称
ス
、
然
シ
テ
川
田
剛
ヲ
以
テ
局
長
ト
ス
、
此
時
剛

ノ
属
僚
十
二
人
ヲ
命
セ
ラ
ル
、
保
躬
其
中
ニ
ア
リ
明
治
七
年
ヨ
リ
太
政
官
ニ
属
セ
ラ
レ
テ
修
史
館
ト
ナ

ル
三
条
太
政
大
臣
、
或
ハ
井
知
地
正
治
ナ
ト
之
カ
総

裁
ヲ
命

セ
ラ
ル

、
此
時
我
カ
藩
ノ
正
史
実
録
タ
ル
モ
ノ
一
冊
モ
局
中
ニ
上
申
セ
ル
モ
ナ

ク
、
又
参
考
ト
ナ
ル
モ
ノ
モ
ナ
ク
シ
テ
、
却
テ
「（

行
間
補
筆
）

局
中
ニ
」
之
レ
ア
ル
モ
ノ

ハ
、
我
カ
藩
祖
為（

津

信軽
）
公
ヲ
シ
テ
叛
臣
・
逆
臣
伝
ト
ナ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
及〻ニ

テ
又ヒ〻

累
代

ノ
君
公
ノ
美
徳
・
偉
蹟
ノ
、
廟
堂
ノ
正
史
ニ
記
載
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、「
タ（

行

マ間

補

筆

）

〳
〵
ア
レ
ハ
又
以
テ
藩
侯
ノ
名
ヲ
汚
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
、」
保
躬
悲
泣
慷

慨
、
天
地
ニ
慟
哭
ス
ル
シ
テ
止
ス
、
遂
ニ　

四（
津
軽
承
昭
）

位
公
ニ
謁
ス
ル
コ
ト
数
回
、

事
状
ヲ
陳
上
ス
ル
、
極
メ
テ
反
復
丁
寧
ヲ
尽
セ
リ
、
公
大
ニ
感
歎
シ
玉
ヒ

テ
、
膝
下
ニ
侍
ス
ル
屢
也
、
遂
ニ
「
決

（
行
間
補
筆
）」
議
シ
テ
命
ス
ル
ニ
、
云
々
ヲ
以
テ

ス
、
於
是
「
予

（
行
間
補
筆
）」
官
暇
ヲ
「
乞
（
行
間
補
筆
）」
賜
ヒ
、
藩（
弘

地前
）
ニ
下
着
、
保
躬
十
六
歳
ノ
ト

キ
ヨ
リ
記
録
謄
写
セ
ル
モ
ノ
及
ヒ
、
遍
ク
藩
記
及
ヒ
日
記
又
諸
家
所
蔵
ノ
秘

記
録
ヲ
借
覧
謄
写
セ
シ
メ
、
又
ハ
「
或

（
行
間
補
筆
）
ル
」
凡
テ
ノ
記
類
ヲ
網
羅
シ
、
之

ヲ
東
京
ニ
致
送
シ
テ
、
之
ヲ
兼
松
成
言
・
樋
口
建
良
・
予
ト
三
人
評
議
論

決
、
其
粗
ヲ
ス
テ
精
ヲ
取
テ
、
以
テ
一
大
歴
史
成
ル
、
是
即
津
軽
旧
記
類
纂

ナ
リ
全
部
三
十
五

冊
付
録
三
巻

、
明
治
十
一
年
五
月
ニ
至
テ
、
全
部
ヲ　

四
位
公
ヨ
リ
太
政
官

ヘ
上
申
ス
、
後
「
同

（
行
間
補
筆
）」
十
二
・
十
三
年
中
修
史
館
ヨ
リ
命
ア
リ
テ
、
維
新
勤

王
諸
藩
ノ
世
家
列
伝
ノ
成
功
ヲ
急
ニ
「
ス

（
行
間
補
筆
）
ト
」、
因
リ
テ
早
ク



九
八

「
其（
行
間
補
筆
）

藩
主
ノ
」
世
家
及
ヒ
藩
士
三
民
ノ
列
伝
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
上
申
セ
ヨ

ト
、
於
是
君
家
累
世
ノ
世
家
及
公
族
ノ
伝
数
冊
ヲ
上
申
ス
二
十
余　

巻
ト
ナ
ル

、
其
書
ハ
建

良
及
藤
田
貞
固
等
、
公
命
ヲ
ウ
ケ
テ
成
功
ス
、
斯
テ
此
書
ハ
樋
口
ト
予
ト
命

ヲ
ウ
ケ
タ
レ
ト
モ
、
予
岩
木
山
神
社
ノ
神
官
タ
ル
ヲ
以
テ
、
其
事
ヲ
成
ス
ヤ

十
ノ
八
九
ニ
モ
及
ハ
ス
、
樋
口
・
藤
田
悉
ク
其
功
ヲ
遂
タ
リ
、
其
書
ハ
即
此

八
冊
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
或
旧
大
小
参
事
等
数
人
及
小
山
内
建
麿
ト
予
ト
ハ
其

議
ニ
預
ル
コ
ト
一
モ
洩
サ
ル
ナ
リ
、
書
成
テ
清
書
三
部
ヲ
就〻成

セ
リ
、
今
此
八

冊
ハ
草
稿
ノ
真
面〻物

ナ
リ

、
予
乞
テ
秘
蔵
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
又
曰
ク
此
書
ノ
全
部

ハ
悉
ク
津
軽
旧
記
類
纂
ノ
抜
萃
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
只
之
ヲ
部
分
セ
ル
モ
ノ

ハ
、
君
命
ト
修
史
館
命
ト
ニ
因
リ
テ
記
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
一
モ
私
論
僻
説
ヲ

用
ヰ
サ
ル
也
、
他
■年

廟
堂
ノ
正
史
成
テ
、
其
功
無
功
ハ
千
万
載
ニ
遺
伝
ス
ヘ

シ
、
因
テ
ハ
子
孫
謹
テ
此
書
ヲ
他
人
ニ
貸
シ
、
或
ハ
見
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル

コ
ト
ナ
カ
レ
、

　
　
　

明
治
十
六
年
夏　
　
　
　
　

�

下
沢
保
躬
誌　
　
　

史
料
七
　『
読
売
新
聞
』
昭
和
五
年
四
月
五
日

（
見
出
し
）

日
本
名
宝
物
語
三
六　
　
　
　
　
　

第
二
回
名
宝
展

わ
が
邦
戦
画
中
の
金
字
塔　
　
　
　

自
四
月
十
九
日
至
五
月
十
四
日

関
ヶ
原
大
合
戦
屏
風　
　
　
　
　
　

上
野
美
術
館
に
開
催

家
康
の
似
顔
と
鎧
武
者
二
千
廿
六
名

天
下
分
目
の
関
ヶ
原
合
戦
―
と
口
で
は
云
ふ
も
の
ゝ
、
誰
一
人
見
た
こ

と
も
無
い
実
戦
を
、
手
に
取
る
如
く
一
望
の
下
に
眺
め
ら
る
る
「
な
げ
し
上

大
屏
風
」
八
曲
一
双
が
、
名
宝
展
の
た
め
初
め
て
発
見
さ
れ
、
弘
前
の
旧
城

主
津
軽
義
孝
伯
爵
家
か
ら
出
品
さ
れ
る
、
そ
の
戦
況
を
史
実
に
拠
つ
て
頭
に

描
き
乍
ら
、
こ
れ
を
鑑
賞
す
る
こ
と
頗
る
興
味
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の

中
に
偉
傑
家
康
の
似
顔
が
描
か
れ
て
あ
る
こ
と
は
、
美
術
的
に
見
て
稀
有
だ

と
さ
れ
、
歴
史
と
美
術
と
の
両
方
面
に
亘
る
国
宝
級
の
名
屏
風
と
し
て
専
門

家
が
激
称
已
ま
ぬ
所
で
あ
る
。

慶
長
五
年
八
月
廿
五
日
東
軍
は
赤
阪
宿
外
れ
の
岡
山
に
陣
を
張
り
、
六
十

間
に
三
十
間
の
本
営
を
中
心
に
二
十
余
町
四
方
を
諸
将
の
陣
と
し
、
藤
堂
高

虎
の
首
唱
で
家
康
の
来
着
を
待
つ
、
そ
の
本
陣
に
津
軽
家
の
旗
幟
が
翻
へ
つ

て
居
る
か
と
見
れ
ば
、
九
月
一
日
江
戸
を
出
発
し
た
家
康
が
、
十
四
日
呂
久

川
を
渡
り
、
禿
頭
に
鉢
巻
し
て
馬
上
に
疾
駆
し
て
来
着
す
る
光
景
が
描
か
れ

家
康
は
丸
顔
に
薄
い
髯
で
、
馬
は
栗
毛
（
後
世
に
描
か
れ
た
肖
像
は
こ
の
似

顔
か
ら
取
つ
た
ら
し
い
）
其
の
周
囲
に
は
槍
持
の
大
久
保
彦
左
衛
門
、
筒
持

は
鬼
と
云
は
れ
た
渡
辺
半
蔵
、
こ
れ
等
勇
士
の
面
々
が
走
り
、
先
頭
に
は
抜

刀
隊
が
駈
け
、
棒
先
に
家
康
の
兜
を
翳
す
徒
士
あ
り
、
続
く
は
三
万
二
千
七

百
騎
―
さ
な
が
ら
画
中
に
蹄
の
音
が
聞
か
れ
る
如
く
で
あ
る
。

津
軽
義
孝
伯
爵
家
の
秘
宝



戦
国
合
戦
図
屏
風
の
基
礎
史
料

九
九

そ
の
日
の
午
後
四
時
頃
西
軍
で
は
三
成
、
秀
家
、
行
長
等
が
家
康
来
着
の

実
否
で
議
論
の
最
中
、
東
軍
で
は
斥
候
を
出
し
て
西
軍
の
兵
数
を
索
ら
せ
て

居
る
、
五
時
頃
に
斥
候
が
戻
つ
て
の
報
告
は
み
な
十
万
位
と
い
ふ
中
に
黒
田

の
臣
毛
屋
武
久
の
み
が
二
万
だ
と
云
ふ
、
家
康
の
咎
問
に
武
久
が
答
へ
る
。

「
い
や
、
十
四
五
万
は
居
る
が
山
上
陣
地
の
兵
は
平
地
戦
に
加
は
ら
ず
、
実

際
に
戦
ひ
得
る
は
二
万
で
あ
る
」

そ
こ
で
家
康
は
、
金
吾
中
納
言
の
裏
切
り
を
わ
ざ
と
敵
陣
に
知
ら
せ
て
動

揺
さ
せ
、
大
坂
に
進
発
す
る
と
見
せ
た
の
で
、
西
軍
は
夜
七
時
頃
雨
の
中
を

大
垣
城
発
、
関
ヶ
原
へ
向
つ
て
東
軍
の
先
方
を
遮
断
せ
ん
と
す
る
。

午
前
二
時
、
家
康
は
寝
所
に
於
て
こ
の
情
報
を
耳
に
し
、
忽
ち
跳
び
起
き

て
出
発
―
九
月
十
五
日
、
関
ヶ
原
の
決
戦
と
な
る
、
こ
の
戦
況
が
半
双
の

屏
風
一
杯
に
描
か
れ
て
あ
る
か
ら
痛
快
で
は
な
い
か
。

　

夜
來
の
雨
は
霏
々
と
し
て
止
ま
ず
、
加
ふ
る
に
大
霧
冥
朦
、
東
軍
の
先
頭

福
島
軍
可
児
才
蔵
の
小
隊
と
西
軍
の
殿
兵
と
が
知
ら
ず
に
混
乱
、
顔
を
見
て

や
つ
と
ば
か
り
に
前
哨
戦
の
火
蓋
を
切
る
、
午
前
八
時
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

秀
秋
は
洞
ヶ
峠
の
松
尾
山
上
よ
り
、
霧
の
晴
れ
間
に
ち
ら
つ
く
戦
況
を
観

望
中
、
間
諜
の
奥
平
貞
、
大
久
保
猪
之
助
が
前
隊
長
の
松
野
主
馬
に
叛
撃
を

勧
む
る
折
し
も
、
家
康
は
「
金
吾
の
向
背
を
試
み
よ
」
と
ば
か
り
、
松
尾
山

目
指
し
て
一
斉
射
撃
を
命
じ
る
、
驚
い
た
秀
秋
は
直
ち
に
叛
逆
命
令
を
下

し
、
吶
喊
し
て
山
を
下
る
、
こ
れ
を
見
た
家
康
は
、
喊
声
を
揚
げ
さ
せ
て
総

攻
撃
に
移
り
、
遂
に
白
兵
戦
と
な
る
―
家
康
は
軍
を
指
揮
す
る
に
、
握
り

拳
を
打
振
る
癖
が
あ
り
熱
す
る
と
前
鞍
を
叩
く
の
で
拳
の
節
々
が
裂
け
て
血

が
滴
つ
た
と
云
ふ
。

こ
の
半
双
の
屏
風
で
は
、
右
端
秀
秋
が
な
ほ
松
尾
山
上
に
在
る
所
か
ら
、

小
西
陣
、
島
津
陣
の
焼
失
す
る
光
景
、
石
田
陣
は
崩
れ
、
林
中
に
切
腹
す
る

者
、
介
錯
せ
ら
る
ゝ
者
、
或
ひ
は
抜
身
を
担
い
で
敗
走
し
、
武
具
を
剥
が
れ

た
死
体
は
転
々
と
し
、
或
ひ
は
空
馬
を
曳
い
た
り
、
玉
宝
寺
山
か
ら
伊
吹
山

に
か
け
て
絡
繹
と
し
て
続
く
落
人
な
ど
が
、
詳
か
に
描
か
れ
て
あ
る
。

こ
の
大
屏
風
は
家
康
の
異
父
弟
た
る
関
宿
城
主
松
平
因
幡
守
康
元
の
女
満

天
姫
が
、
最
初
に
嫁
し
た
福
島
正
則
の
嫡
男
刑
部
少
輔
正
之
幽
死
の
た
め
暫

く
江
戸
城
に
在
つ
た
所
、
慶
長
十
七
年
家
康
こ
れ
を
養
女
と
し
て
津
軽
家
二

代
越
中
守
信
牧
に
嫁
が
し
め
た
際
携
帯
の
品
、
そ
の
後
宝
永
五
年
老
中
土
屋

相
模
守
外
各
重
臣
等
が
同
家
に
懇
望
し
、
本
所
の
下
屋
敷
で
一
覧
昔
語
り
を

し
た
と
か
―
合
戦
直
後
に
作
ら
れ
た
も
の
と
見
え
、
勇
士
の
面
々
は
も
と

よ
り
、
関
ヶ
原
一
帯
の
地
形
、
配
陣
等
が
ぴ
つ
た
り
合
致
し
て
面
白
く
、
描

か
れ
た
鎧
武
者
は
実
に
二
千
二
十
六
人
の
多
数
、
そ
の
人
物
が
悉
く
桃
山
式

に
描
か
れ
て
表
情
に
愛
嬌
あ
り
、
連
山
の
起
伏
に
応
じ
て
金
の
雲
紋
を
置

き
、
こ
れ
に
陸
地
を
配
す
る
こ
と
頗
る
巧
妙
、
大
空
を
現
は
す
群
青
の
効
果

は
素
晴
ら
し
く
天
晴
れ
大
合
戦
に
ふ
さ
は
し
い
古
狩
野
派
の
画
格
、
ま
こ
と

実
戦
画
と
し
て
空
前
絶
後
の
一
大
傑
作
で
、
画
中
聳
然
と
屹
立
す
る
伊
吹
山

の
巨
姿
と
共
に
、
こ
の
名
屏
風
は
我
が
三
千
年
史
上
の
大
記
録
、
美
術
界
の

金
字
塔
で
あ
る
。



一
〇
〇

史
料
八
　『
日
本
名
宝
物
語
』
第
二
輯

関
ヶ
原
大
合
戦
屏
風
　
　
津
軽
義
孝
伯
爵
家
所
蔵

　

天
下
分
目
の
関
ヶ
原
合
戦
―
と
口
で
は
云
ふ
も
の
ゝ
、
誰
一
人
見
た
こ

と
も
無
い
実
戦
を
、
手
に
取
る
如
く
一
望
の
下
に
眺
め
ら
る
る
「
な
げ
し
上

大
屏
風
」
八
曲
一
双
が
、
弘
前
の
旧
城
主
津
軽
義
孝
伯
爵
家
に
秘
蔵
さ
れ
て

居
る
こ
と
が
最
近
に
解
つ
た
の
で
あ
る
、
史
実
に
拠
つ
て
そ
の
戦
況
を
頭
に

描
き
乍
ら
、
こ
れ
を
鑑
賞
す
る
な
ら
ば
頗
る
興
味
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
中
に
偉
傑
家
康
の
似
顔
が
描
か
れ
て
あ
る
こ
と
は
、
美
術
的
に
見
て
稀
有

だ
と
さ
れ
、
歴
史
と
美
術
と
の
両
方
面
に
亘
る
国
宝
級
の
名
屏
風
と
し
て
、

専
門
家
が
激
称
已
ま
ぬ
所
で
あ
る
。

○
慶
長
五
年
八
月
廿
五
日
東
軍
は
赤
阪
宿
外
れ
の
岡
山
に
陣
を
張
り
、
六
十

間
に
三
十
間
の
本
営
を
中
心
に
二
十
余
町
四
方
を
諸
将
の
陣
と
し
、
藤
堂
高

虎
の
首
唱
で
家
康
の
来
着
を
待
つ
、
そ
の
本
陣
に
津
軽
家
の
旗
幟
が
翻
へ
つ

て
居
る
か
と
見
れ
ば
、
九
月
一
日
江
戸
を
出
発
し
た
家
康
が
、
十
四
日
呂
久

川
を
渡
り
、
禿
頭
に
鉢
巻
し
て
馬
上
に
疾
駆
し
て
来
着
す
る
光
景
が
描
か

れ
、
家
康
は
丸
顔
に
薄
い
髯
で
、
馬
は
栗
毛
（
後
世
に
描
か
れ
た
肖
像
は
こ

の
似
顔
か
ら
取
つ
た
ら
し
い
）
そ
の
周
囲
に
は
槍
持
の
大
久
保
彦
左
衛
門
、

筒
持
は
鬼
と
云
は
れ
た
渡
辺
半
蔵
、
こ
れ
等
勇
士
の
面
々
が
走
り
、
先
頭
に

は
抜
刀
隊
が
駈
け
、
棒
先
に
家
康
の
兜
を
翳
す
徒
士
あ
り
、
続
く
は
三
万
二

千
七
百
騎
―
さ
な
が
ら
画
中
に
蹄
の
音
が
聞
か
れ
る
如
く
で
あ
る
。

○
そ
の
日
の
午
後
四
時
頃
西
軍
で
は
三
成
、
秀
家
、
行
長
等
が
家
康
来
着
の

実
否
で
議
論
の
最
中
で
あ
る
。

「
ま
だ
来
る
も
の
か
、
今
頃
は
景
勝
と
合
戦
の
最
中
だ
」
と
云
ふ
は
島
勝
猛
。

「
さ
う
だ
、
策
略
の
た
め
に
旗
印
を
本
陣
に
出
し
た
に
相
違
な
い
、
白
旗
は

金
森
父
子
の
分
だ
よ
」
と
相
槌
を
打
つ
は
蒲
生
郷
舎
。

斯
か
る
所
に
三
人
の
斥
候
が
戻
る
。

「
半
蔵
が
居
る
、
大
御
所
が
来
着
し
た
に
定
つ
て
ゐ
る
」

と
の
報
告
に
、
忽
ち
西
軍
は
動
揺
す
る
。

そ
の
頃
、
東
軍
で
は
斥
候
を
出
し
て
西
軍
の
兵
数
を
索
ら
せ
て
居
る
。
五
時

頃
に
斥
候
が
戻
つ
て
の
報
告
は
み
な
十
万
位
と
い
ふ
中
に
、
黒
田
の
臣
毛
屋

武
久
の
み
が
二
万
だ
と
云
ふ
、
家
康
の
咎
問
に
武
久
が
答
へ
る
。

「
い
や
、
十
四
五
万
は
居
る
が
山
上
陣
地
の
兵
は
平
地
戦
に
加
は
ら
ず
、
実

際
に
戦
ひ
得
る
は
二
万
で
あ
る
。

そ
こ
で
家
康
は
、
金
吾
中
納
言
の
裏
切
り
を
わ
ざ
と
敵
陣
に
知
ら
せ
て
動

揺
さ
せ
大
阪
に
進
発
す
る
と
見
せ
た
の
で
、
西
軍
は
夜
七
時
頃
雨
の
中
を
大

垣
城
発
、
関
ヶ
原
へ
向
つ
て
東
軍
の
先
方
を
遮
断
せ
ん
と
す
る
。

午
前
二
時
、
家
康
は
寝
所
に
於
て
こ
の
情
報
を
耳
に
し
、
忽
ち
跳
び
起
き

て
出
発
―
九
月
十
五
日
、
関
ヶ
原
の
決
戦
と
な
る
。
こ
の
戦
況
が
半
双
の



戦
国
合
戦
図
屏
風
の
基
礎
史
料

一
〇
一

屏
風
一
杯
に
描
か
れ
て
あ
る
か
ら
、
痛
快
で
は
な
い
か
。

○
夜
來
の
雨
は
霏
々
と
し
て
止
ま
ず
、
加
ふ
る
に
大
霧
冥
朦
、
東
軍
の
先
頭

福
島
軍
可
児
才
蔵
の
小
隊
と
西
軍
の
殿
兵
と
が
知
ら
ず
に
混
乱
、
顔
を
見

て
、
や
つ
と
ば
か
り
に
前
哨
戦
の
火
蓋
を
切
る
、
午
前
八
時
頃
の
こ
と
で
あ

る
。秀

秋
は
洞
ヶ
峠
の
松
尾
山
上
よ
り
、
霧
の
晴
れ
間
に
ち
ら
つ
と
戦
況
を
観

望
中
、
間
諜
の
奥
平
貞
、
大
久
保
猪
之
助
が
前
隊
長
の
松
野
主
馬
に
叛
撃
を

勧
む
る
折
し
も
、
家
康
は
「
金
吾
の
向
背
を
試
み
よ
」
と
ば
か
り
、
松
尾
山

目
指
し
て
一
斉
射
撃
を
命
じ
る
、
驚
い
た
秀
秋
は
直
ち
に
叛
逆
命
令
を
下

し
、
吶
喊
し
て
山
を
下
る
、
こ
れ
を
見
た
家
康
は
、
喊
声
を
揚
げ
さ
せ
て
総

攻
撃
に
移
り
、
遂
に
白
兵
戦
と
な
る
―
家
康
は
軍
を
指
揮
す
る
に
、
握
り

拳
を
打
振
る
癖
が
あ
り
、
熱
す
る
と
前
鞍
を
叩
く
の
で
、
拳
の
節
々
が
裂
け

て
血
が
滴
つ
た
と
云
ふ
。

○
　

こ
の
半
双
の
屏
風
で
は
、
右
端
秀
秋
が
な
ほ
松
尾
山
上
に
在
る
所
か
ら
、

小
西
陣
、
島
津
陣
の
焼
失
す
る
光
景
石
田
陣
は
崩
れ
、
林
中
に
切
腹
す
る

者
、
介
錯
せ
ら
る
ゝ
者
、
或
ひ
は
抜
身
を
担
い
で
敗
走
し
、
武
具
を
剥
が
れ

た
死
体
は
転
々
と
し
、
或
ひ
は
空
馬
を
曳
い
た
り
、
玉
宝
寺
山
か
ら
伊
吹
山

に
か
け
、
絡
繹
と
し
て
続
く
落
人
な
ど
が
、
詳
か
に
描
か
れ
て
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
屏
風
は
家
康
の
異
父
弟
た
る
関
宿
城
主
松
平
因
幡
守

康
元
の
女
満
天
姫
が
、
最
初
に
嫁
し
た
福
島
正
則
の
嫡
男
刑
部
少
輔
正
之
幽

死
の
た
め
、
暫
く
江
戸
城
に
在
つ
た
所
、
慶
長
十
七
年
家
康
こ
れ
を
養
女
と

し
て
、
津
軽
家
二
代
越
中
守
信
牧
に
嫁
が
し
め
た
際
携
帯
の
品
、
そ
の
後
宝

永
五
年
老
中
土
屋
相
模
守
外
各
重
臣
等
が
同
家
に
懇
望
し
、
本
所
の
下
屋
敷

で
一
覧
、
昔
語
り
を
し
た
と
か
―
こ
の
大
戦
に
参
加
し
た
勇
士
の
実
戦
談

を
根
拠
と
し
て
、
恐
ら
く
合
戦
直
後
に
作
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
勇
士
の

面
々
は
も
と
よ
り
、
関
ヶ
原
一
帯
の
地
形
、
配
陣
等
が
ぴ
つ
た
り
合
致
し
て

面
白
く
、
描
か
れ
た
鎧
武
者
は
実
に
二
千
二
十
六
人
の
多
数
、
そ
の
人
物
が

悉
く
桃
山
式
に
描
か
れ
て
表
情
に
愛
嬌
あ
り
、
連
山
の
起
伏
に
応
じ
て
金
の

雲
紋
を
置
き
、
こ
れ
に
陸
地
を
配
す
る
こ
と
頗
る
巧
妙
、
大
空
を
現
は
す
群

青
の
効
果
は
素
晴
ら
し
く
、
天
晴
れ
大
合
戦
に
ふ
さ
は
し
い
古
狩
野
派
の
画

格
、
ま
こ
と
実
戦
画
と
し
て
空
前
絶
後
の
一
大
傑
作
で
、
画
中
聳
然
と
屹
立

す
る
伊
吹
山
の
巨
姿
と
共
に
、
こ
の
名
屏
風
は
我
が
三
千
年
史
上
の
大
記

録
、
美
術
界
の
金
字
塔
で
あ
る
。

史
料
九
　
一
ノ
瀬
方
丈
「
名
宝
物
語
　
関
ヶ
原
大
合
戦
屏
風
　
津
軽
伯
爵
家

所
蔵
」（『
芸
術
日
本
』
六
〇
号
）

天
下
分
目
の
関
ヶ
原
合
戦
―
と
口
で
は
云
ふ
も
の
ゝ
、
誰
一
人
見
た
こ

と
も
無
い
実
戦
を
、
手
に
取
る
如
く
一
望
の
下
に
眺
め
ら
れ
る
「
な
げ
し
上

大
屏
風
」
八
曲
一
双
が
、
弘
前
の
旧
城
主
津
軽
義
孝
伯
爵
家
に
秘
蔵
さ
れ
て

居
る
こ
と
が
最
近
に
解
つ
た
の
で
あ
る
、
史
実
に
拠
つ
て
そ
の
戦
況
を
頭
に



一
〇
二

描
き
乍
ら
、
こ
れ
を
鑑
賞
す
る
な
ら
ば
頗
る
興
味
あ
る
ば
か
り
で
な
く
そ
の

中
に
偉
傑
家
康
の
似
顔
が
描
か
れ
て
あ
る
こ
と
は
、
美
術
的
に
見
て
稀
有
だ

と
さ
れ
、
歴
史
と
美
術
と
の
両
方
面
に
亘
る
国
宝
級
の
名
屏
風
と
し
て
、
専

門
家
が
激
称
已
ま
ぬ
所
で
あ
る
。

○
慶
長
五
年
八
月
廿
五
日
東
軍
は
赤
阪
宿
外
れ
の
岡
山
に
陣
を
張
り
、
六
十

間
に
三
十
間
の
本
営
を
中
心
に
二
十
余
町
四
方
を
諸
将
の
陣
と
し
、
藤
堂
高

虎
の
首
唱
で
家
康
の
来
着
を
待
つ
、
そ
の
本
陣
に
津
軽
家
の
旗
幟
が
翻
へ
つ

て
居
る
か
と
見
れ
ば
九
月
一
日
江
戸
を
出
発
し
た
家
康
が
、
十
四
日
呂
久
川

を
渡
り
、
禿
頭
に
鉢
巻
し
て
馬
上
に
疾
駆
し
て
来
着
す
る
光
景
が
描
か
れ
家

康
は
丸
顔
に
薄
い
髯
で
、
馬
は
栗
毛
（
後
世
に
描
か
れ
た
肖
像
は
こ
の
似
顔

か
ら
取
つ
た
ら
し
い
）
そ
の
周
囲
に
は
槍
持
の
大
久
保
彦
左
衛
門
、
筒
持
は

鬼
と
云
は
れ
た
渡
辺
半
蔵
、
こ
れ
等
勇
士
の
面
々
が
走
り
、
先
頭
に
は
抜
刀

隊
が
駈
け
、
棒
先
に
家
康
の
兜
を
翳
す
徒
士
あ
り
、
続
く
は
三
万
二
千
七
百

騎
―
さ
す
が
に
画
中
に
蹄
の
音
が
聞
が
れ
る
如
く
で
あ
る
。

○
そ
の
日
の
午
後
四
時
頃
西
軍
で
は
三
成
秀
家
、
行
長
等
が
家
康
来
着
の
実

否
で
議
論
の
最
中
で
あ
る
。

「
ま
だ
来
る
も
の
か
、
今
頃
は
景
勝
と
合
戦
の
最
中
だ
」
と
云
ふ
は
島
勝
猛
。

「
さ
う
だ
、
策
略
の
た
め
に
旗
印
を
本
陣
に
出
し
た
に
相
違
な
い
、
白
旗
は

金
森
父
子
の
分
だ
よ
」
と
相
槌
を
打
つ
は
蒲
生
郷
舎
。

斯
か
る
所
に
三
人
の
斥
候
が
戻
る
。

「
半
蔵
が
居
る
、
大
御
所
が
来
着
し
た
に
定
つ
て
ゐ
る
」

と
の
報
告
に
忽
ち
西
軍
は
動
揺
す
る
。

そ
の
頃
東
軍
で
は
、
斥
候
を
出
し
て
西
軍
の
兵
数
を
索
ら
せ
て
居
る
。
五

時
頃
に
斥
候
が
戻
つ
て
の
報
告
は
み
な
十
万
位
と
い
ふ
中
に
、
黒
田
の
臣
毛

屋
武
久
の
み
が
二
万
だ
と
云
ふ
、
家
康
の
咎
問
に
武
久
が
答
へ
る
。

「
い
や
十
四
五
万
は
居
る
が
山
上
陣
地
の
兵
は
平
地
戦
に
加
は
ら
ず
、
実
際

に
戦
ひ
得
る
は
二
万
で
あ
る
」。

そ
こ
で
家
康
は
金
吾
中
納
言
の
裏
切
り
を
わ
ざ
と
敵
陣
に
知
ら
せ
て
動
揺

さ
せ
大
阪
に
進
発
す
る
と
見
せ
た
の
で
、
西
軍
は
夜
七
時
頃
雨
の
中
を
大
垣

城
発
、
関
ヶ
原
へ
向
つ
て
東
軍
の
先
方
を
遮
断
せ
ん
と
す
る
。
午
前
二
時
家

康
は
寝
所
に
於
て
こ
の
情
報
を
耳
に
し
、
忽
ち
跳
び
起
き
て
出
発
―
―
九
月

十
五
日
、
関
ヶ
原
の
決
戦
と
な
る
。
こ
の
戦
況
が
半
双
の
屏
風
一
杯
に
描
か

れ
て
あ
る
か
ら
、
痛
快
で
は
な
い
か
。

○
夜
來
の
雨
は
霏
々
と
し
て
止
ま
ず
、
加
ふ
る
に
大
霧
冥
朦
、
東
軍
の
先
頭

福
島
軍
可
児
才
蔵
の
小
隊
と
西
軍
の
殿
兵
と
が
知
ら
ず
に
混
乱
、
顔
を
見
て

や
つ
と
ば
か
り
に
前
哨
戦
の
火
蓋
を
切
る
、
午
前
八
時
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

秀
秋
は
洞
ヶ
峠
の
山
上
よ
り
、
霧
の
晴
れ
間
に
ち
ら
つ
と
戦
況
を
観
望

中
、
間
諜
の
奥
平
貞
、
大
久
保
猪
之
助
が
前
隊
長
の
松
野
主
馬
の
叛
撃
を
勧

む
る
折
し
も
、
家
康
は
「
金
吾
の
向
背
を
試
み
よ
」
と
ば
か
り
、
松
尾
山
目



戦
国
合
戦
図
屏
風
の
基
礎
史
料

一
〇
三

指
し
て
一
斉
射
撃
を
命
じ
る
、
驚
い
た
秀
秋
は
直
ち
に
叛
逆
命
令
を
下
し
、

吶
喊
し
て
山
を
下
る
、
こ
れ
を
見
た
家
康
は
、
喊
声
を
揚
げ
さ
せ
て
総
攻
撃

に
移
り
、
遂
に
白
兵
戦
と
な
る
―
家
康
は
軍
を
指
揮
す
る
に
、
握
り
拳
を

打
振
る
癖
が
あ
り
、
熱
す
る
と
前
鞍
を
叩
く
の
で
拳
の
節
々
が
裂
け
て
血
が

滴
つ
た
と
云
ふ

○
こ
の
半
双
の
屏
風
で
は
、
右
端
秀
秋
が
な
ほ
松
尾
山
上
に
在
る
所
か
ら
、

小
西
陣
島
津
陣
の
焼
失
す
る
光
景
、
石
田
陣
が
崩
れ
、
林
中
に
切
腹
す
る

者
、
介
錯
せ
ら
る
ゝ
者
、
或
ひ
は
抜
身
を
担
い
で
敗
走
し
武
具
を
剥
が
れ
た

死
体
は
転
々
と
し
、
或
ひ
は
空
馬
を
曳
い
た
り
、
玉
宝
寺
山
か
ら
伊
吹
山
に

か
け
、
絡
繹
と
し
て
続
く
落
人
な
ど
が
、
詳
か
に
描
か
れ
て
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
大
屏
風
は
家
康
の
異
父
弟
た
る
関
宿
城
主
松
平
因
幡
守
康

元
の
女
満
天
姫
が
、
最
初
に
嫁
し
た
福
島
正
則
の
嫡
男
刑
部
少
輔
正
之
幽
死

の
た
め
、
暫
く
江
戸
城
に
在
つ
た
所
、
慶
長
十
七
年
家
康
こ
れ
を
養
女
と
し

て
、
津
軽
家
二
代
越
中
守
信
牧
に
嫁
が
し
め
た
際
携
帯
の
品
、
そ
の
後
宝
永

五
年
老
中
土
屋
相
模
守
外
各
重
臣
等
が
同
家
に
懇
望
し
、
本
所
の
下
屋
敷
で

一
覧
、
昔
語
り
を
し
た
と
か
―
こ
の
大
戦
に
参
加
し
た
勇
士
の
実
戦
談
を

根
拠
と
し
て
、
恐
ら
く
合
戦
直
後
に
作
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
勇
士
の
面
々

は
も
と
よ
り
関
ヶ
原
一
帯
の
地
形
、
配
陣
等
が
ぴ
つ
た
り
合
致
ひ
て
面
白

く
、
描
か
れ
た
鎧
武
者
は
実
に
二
千
二
十
六
人
の
多
数
、
そ
の
人
物
が
悉
く

桃
山
式
に
描
か
れ
て
表
情
に
愛
嬌
あ
り
、
連
山
の
起
伏
に
応
じ
て
金
の
雲
紋

を
置
き
、
こ
れ
に
陸
地
を
配
す
る
こ
と
頗
る
巧
妙
、
大
空
を
現
は
す
群
青
の

効
果
は
素
晴
ら
し
く
、
天
晴
れ
大
合
戦
に
ふ
さ
は
し
い
古
狩
野
派
の
画
格
、

ま
こ
と
実
戦
画
と
し
て
空
前
絶
後
の
一
大
傑
作
で
、
画
中
聳
然
と
屹
立
す
る

伊
吹
山
の
巨
姿
と
共
に
こ
の
名
屏
風
は
我
が
三
千
年
史
上
の
大
記
録
、
美
術

界
の
金
字
塔
で
あ
る
。

【
追
記
】

　

史
料
入
力
に
あ
た
っ
て
、
肥
後
陽
子
氏
（
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
）

の
ご
協
力
を
得
た
。
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。


